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1) この二つり論文.The Cours de Philosopie Positive' と‘TheLater Speculation of M 
Comte'は， その年のうちに..Auguste白 mteand Positi~ism ..とL、う題で一冊の本として
出版された。私がここで利用しているのはトロン大学から出版されている“ CollectedWorks 
0/ John Stuart Mill o 白第10巻(以下では CW.X.と略記している〉に収められたものであ
る。なお邦訳としては，村井久三訣「コントと実証主義1 (1978)を利用させていただいた。
2) ミル自身，その『自伝』の市で， r私が彼に負っている唯一の主要な棋士は，激の演標法とい
うそれである」と述ぺている。 (CW，!， p. 219，朱牟田夏雄訳『ミル自伝j]184へー ジ〉




























4) CW， VIl， p. 833 (大E引守一訳『論理学体系~ VI， 3へージ〕
























































6) CW， X， p， 292 (~コンドと実証主義161ヘ ジ〕
























7) CW， X， p.270 (Wコントと実証主義~ 20ペー ジ〕
8) フッサー ルは，被の『論理学研究』を， ミル白『論理学体系』からの日l用とそれへの敬意とを
もって拍めてい:;，しかし，彼は， ミルたちの試みは，事凄的連闘をイデア的連関とみなすよう
な心理主義であるとt比判していた (E.Fus悶 1，"Logische Untersuchungen，" Erster Band立
松弘孝訳『論理学研究"1参照〕。 こラしたフ γサー ルからの批判につL、ては， ミルを全国的に
擁設するわば難しいが，しかし， ミルが単純な経験主義者ではないことだけは確かである。


























9) CW. X. p. 290 (Wコy トと実証主義'"ベージ〕
10) CW， X， p.296 (Wコン!と実証主義168へ ジ〕

















































12) との「人間の柴田」の原語は，・massesof buman beings.であるが. r論理学体系』の草稿
におLては‘thecollective mind of our rac~' となっ Cいる。ミルはかつて「ベンサム論J Cf.J 




13) CW， VIII， p.877 (W論理学体系~ VI. 79-8Cへ ジ〕























































14) CW， VIl， p， 847 (~論理学体系J VI， 30へーの






















































16) ミルは， r性格学」の説明において~，ーコンになら J て，これは人情科学の中間公理(見xi­
omata media)だと述べている。しかし同時にベーコンにとっての中間公理というものが，経験
的な請現車から普遍的な命題へと帰納してし、〈過程('(7)r中間」公理であったことを批判し， ミ
ルの「中間」公理とは，演鰐の過程での「中間」公理だと述べていた (01.CW. VIII. pp. 870-
872)。確かにこれでも「中間」公理であるが， しかLミルの実際にしていることというのは，い
わば曙納と演揮の「中継」点をこの公理によって作ろうとしているようにも見える。
















































































18) CW， V111， pp. 898-899 (1論理学体系~ V1， 118ベージ〉



























19) CW. VIII. pp. 899-900 (1論理学体系~ VI. 120ページ〉


























20) この論文目正式な題は， ‘On the Dennition of Po1itical Economy， and on the Method of 
Investigation on Proper to It' (1836) という長いもりである。 ζれについては，すでに，前
掲拙著第7章で扱っているので，ここでは詐述は控えることにする。

























21) cf. CW， X， pp. 324-325 (~コントと実前主義.D 123-124ベー ジ参照〉
22) CW， VIII， p.911 (~論理学体添~ VI， 141ベー ジ〉
2:1) cf. CW. VIII， pp. 911-912 (If'論理学体系JIVI， 141ベージ〉
24) CW， VIl， p. 912 C~論理学体系~ VI， 142ベー ジ〉

















































26) ミルは， ~論理学体系』第 6 部第10章|逆の演搾法，すなわち歴史的方法」のなかで』かヲて
「コールリッジ論」で述ベたことを，多少の宇句修正はしているもの00，そっくりヨl用し亡L、る



































27) CW， VlI， p. 920 (1論理学体系jVI. 155-156ベージ〉



























28) CW， VIII， p. 926 (W論理学体系jVI.165ページ〉




























42 (148) 第 141巻第6号
大限の努力を彼はしていたとも言える。しかし，方法としてはそのように言え
るとしても，そこに構成された「意味」そのものについては，残念ながらここ
では触れることができなかった。これについては，今後，国家論との関連で，
考えていかねばならなし、。
